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「／！ 2) たとえば， DavidEric Shortの未刊行の隙
I υ論文“Some Aspects of the Role of Irrigation 
in Rural Development in Malaya，” The University 
of Hull 〔April1971年〉を参照。
( i.3) Ibid., p. 141-181をみよ。









































た5メート 7しぐらいのブリ 1 ーム（flumeヲ軽｛史桶
式用水路）で，これを幾本も連結させ潜水用水路
として末端の各！占lJ;¥,'jに付設するのである。各民家























































































































































































































































































































































































































































































































































































































ためである。一方，緋転機の省力効果を 度知 J ' 
た農家は少々賃耕料が高くても入力．畜力を利用
して耕転作業を行なおうとはしたいから，耕転機







富裕層に有利にな r '-c，.、るとレえる【：s 

























(i!I) 1ifliii,il1レ ンア Ul稲「ト1産主tとf,;t村n；：，」
(T城tJj編『議； ~＇1 農業 i’ii, （／）議形態』（j!J:Jl!i）アノ，.ff 
J片析すt1, 1979,1: 7 JIl fl f・うど）η
Cil ヱ） ；－』＇＼ :1 ikγ レン 0,-5ヵ＇l,Ji1l1j(I tス！ > ' 
ヤ〆が「iJ-t也j，長 11Ii'/ 百），j.JI,1 1，む.'.titべfぺF 3,: /;':<)I, 2 'I' 
1:1 , s i'I tJ; ,,rm~ ，三なる fit f二Eし＇う。
( !I :l) バ！，く l土ti¥Tiむfマレーシ 7 における水Hi1J民
Jf肢はiそ－J;1i奇心不ljlJ/i｝熊 ク｝アン米｛’iI也治ぷ） ・J; fjf 
~J （「ア＞ 1 ft: if'r J :i1白色Zf,6・7り1977'17 Ji) 
そ参jl，同方 f.lfい。
(ii 8) コンノ fンを）i1 ／，ていろや二人民家U75エ
む のーた1日f,'.lfF；民家じ flft([ ：，’1;:i：いぐあと のfl'{: 
;/'.If'，ソ iIIとんとt食事長i七空 jLてI,'0o 
( ,1 5 ) ち!5－文献と！ 日土日｛Ii尚美・ f[J,jc,亡すん「1Lf-" 
レ ンャ o'＞部frjJミトli21! （『五千［存 •＇f: I冶化』：正＇ 42を：1:; •,; 















































































































































































:n 8 えs、11 
らカ込（41!) Jえ引用〕、 ji)!にfl｝地面積は 37.:'i工ーカ－
:'t経常而積の2-1＼，切とな〉ていて， i］、作i也のl片
山る比十：（-t"iニ有力A調査しだ他村落と比較しても／ト
' ノ J ‘ 守ず . 、一J 、，.〆） ' ＇司、＂cJ0 
-, 
,r 主体的にこびJ村山稲作農家は ~-J 作農，シ多く、
(' )~:J ,;f’切開も他i山hιと比較して大きいどいえ kう。
，；，ともとタンジョン・りラ Lの入前夜！呉氏は 3エ－
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十「 r， とリI 名
ヘ＞ ！） 「， i _ 0 - il, ( Irゲ
（.、y1,! 
て， Ii( • ＇力／卜・，＇ '! 
γ：ヲ Jlt
；ド／コー 1，・ケドンイベ；， , 
, HI 1 

















(/!¥fir) 州市 1・－.－レ f人米作付の経済・ ti：会構造
！也 1・yトf'I：閣併、；土問する一号察 erγ ジ7Jiff’＇1L!
q'(24t会第 4＇.；会 1甘7的， I月）。なお、そのf色調女十iに
J jけ ij>!f jv;Jとして；士 1¥1i¥])i¥ '・ :vi uda A日ricultural
j）引clomcntAutl1oritv）と llniversitiS川口伝 Malay-
siaとのf「r,-;ia同むの報告書“LandTenure Sur山 Y,
Farm L，’Cιtlity I ll, 九'lu〔le In igation 告にheme.
















｛ヒである。 一期日二につき 1エーカー勺り 20（）ドル




















































































































































































































411 1 :in 4附 l
(l) Udi討 :-lark日wadi& S_ Sclvadurai, HcUJ川 I山 5iurτγyοfl'adi I'rod1ι－tiot1 in it～’st J¥Ja!av、／（／：
I<，ノ／刷rt人b I -Sl'!ango八 Ministγy of Agriecclturc 正也 （、O吋ipcrntiv巳s,Kuala Lumpur, 1967, p. fi2 
（ゴ1¥lini叶ry切れfA日riculturじ andLands, Statistical I Jig,・st TFest ,¥fa/aysia, 1969, p. 192. 



















から日 L イ1,f,d ， ている商人（此＊番~｝29）はi鹿 2 ～
:-i回ク r7弓・ 1；， ンイーノレカ＇ ，・，の集者if商人に直接売












ー当り 167F、ルグ）小作料（ 4 （’小が最高であった。こ















































































はしストランを共同で経営してし、ゐ u 彼は 4戸の
よ， t,-eもlJ っとも｛~1他的に商品 't'.PI f~＇！ ♂〉稲作J経’ぷ
ぴ）手IH主を主ij長してし‘た。彼の計算によると 3ェ－
.'jーの1,1場A且ら平均80～90I二クル山l（穫か可能む






























































(, I l〕 i，＂＇そJ¥';") l.,寸 くれ t:J也 1件口ill ： ι＼｝！＇に ！；~ 文ず j
J也I i1i/I；じ町 /,: 'i', ft'"' I: :,J 1ζ ヤIL＇ド；r！.＇、 iる：＂ !> 
－，、／：ηJ 片 －＇J- ', -:cそ＂ '. I C Iここに；FiN , , t 
i:J也c'Jf'i,山rLI、ア＼Y1_i-: J tfi '1-,i人に／jI Tぷi!V1!：メドlij
1fiり（ 〕 'j J_tl1_ ，・体力持b、 行 ＇i今汽れ三ろr,n,; 
;, I;－「I'( ，ご l- : 1 ' : ' : ' I C ／ ι ご v 、~：ろ I, :. ', 
川辺、w::., / -, J ・力 7〆j也］hいて I!Jぺ，＇＜： Il _¥ 1 iて！、
¥ I 'o .,( ' '. , J A日arwal, ¥L （：、“An Ac，、ounl of 
the Tanjnn日 F:arang，‘ Tl，’；＼fa!aysianF.rnnomic 
J<e,・ww. Vol IX, l¥;o_ ＇.！フ（）じt.1964, pp. 68 70 え• l; J O 
(;! 2) 、 ノ 〆. ' r勺ア H－＇＞識すt: /, Jil主主主 J虚＇ t 
小f'I-'I! :i'J’l 1;1;,;:, JI＋；：：｛！日＇.かー子力、 二しJl:占frけ’
_. 12H '::'i ・ ',Jr,,,;;11~ ：ご ι「る i, ，，万二子ろ「｝パ i< Lilfi 
，：；「1J:j－.・し ／ 了 ＇） [i i' Cl' l・; （’iし4)_J （『fl舟学ぶ，； tU
i{¥4:1 ｛主な， 2 ，）・ 〕か：なi問。
（♂ I. 3) ・HI ・;, ( 19“7;, ) ＇ノ：f'i(，凡l -I v 、： rtW!l, 
「rレ ン〆／づ「i1：交（治 •I 、 f’I イ＇ ( 1967 '.j日立IitJ、）
ペ，J,L・川て ｜守 1守｛手f覗4「ア C T l:Jtfl;l','1；＇，.命！？’ .s:J 

















































































































ι； 11~1'.;l；；自；：信？午出母） l~ili 
山1；と（北！：ふ川； Jイ＇：! t↓ 
!Ii f I ! il0 I li い。税制;r1・tUI, i r-
Ii I i; ltr_ l-;:R I)1: I : i I~'.:;: 
~I .[J I Iイl可~ ! I  i'I I~I i' !  , i峨；HJ,t1,;J 1 
inr；：，引 I~1 -~ -1：：山Ifr:-1;,. 
;~JJ)IJ~I i：い，－ I ~IS (~) • ！，；山 ~J,:.l:::J:lnr；~
引~；；；；！叫! ~~－ 33+;;-~~. Jイ； .J~:FT~J::ol,'"]!I" 
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